
学びのデザインシート（授業前）

主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【国語科】

１．対 象 ４年生

２．単元名 「未来につなぐ工芸品／工芸品のみりょくを伝えよう」（全12時間）

３．単元で育成を目指す資質・能力

４．言語活動

「工芸品のみりょくが読む人に伝わるようなリーフレットを作ろう」

５．本時の目標

段落ごとの要点をまとめる活動を通して、まとまりごとに中心となる語や分を見つけることができる。

６．授業展開【 本時 ・ 単元 】

知識及び技能
・比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め方、引用の仕方や出典の示し方、

辞書や事典の使い方などを理解し使うことができる。（２）イ

思考力、判断力、
表現力等

・自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫

することができる。B（１）ウ

・目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。C（１）ウ

学びに向かう力、
人間性等

・積極的に、中心となる語や文を見付けて要約することができる。

・自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、学習の見通しをも

って、書き表し方を工夫したり、まとめたりすることができる。

解決したい課題や問い

言葉に注目して、全体の構成を説明文ハウスにまとめよう

考えるための材料

◯説明文ハウス（文章構成をまとめるためのツール）

◯着目する言葉

・繰り返し出てくる言葉 ・中心となる語や文

「未来」「文化」「げいじゅつ」「かんきょう」

◯書き方の工夫

・「理由は」「わたしは」「このような理由から」

想定される活動

・各段落の中で着目する言葉を見付け、説明文ハウスにまとめる。

・「アップとルーズで伝える」などの既習の掲示物から、着目する言葉を見つける。

対話と思考（対話を通した協働的な問題解決プロセス）

・基本は個人で学びを深めていく時間とするが、自然発生的な対話が起こるように投げかける。

・答え合わせのような報告ではなく、「なんでそう思ったの？」「○○だと思うんだけどどう？」など、

個の学びがより深い学びになっていくような関わりをするように指導し、価値づけていく。

学習の成果（予想される生徒のあらわれ）

・文章を読んでみたら、「未来」という言葉が繰り返し出てきた。これは、筆者が伝えたい、キーワード

になっていると思う。

・２つの理由が出てきた。この理由は、筆者の考えをよりわかりやすくするものになっている。


